
上の x ＝ a（ ＞ ０  ） の点に正電荷＋ Qを， x ＝ ２ a

の点に正電荷＋ q を， x ＝－２ a の点に負電荷－ q

を置いた。 こ のと き ， 正電荷＋ Q に働く 静電力の大き さ はど のよ う に表さ れる か。

ただし ， 真空の誘電率を e0 と する 。

１ ．  　

２ ．  　

３ ．  　

４ ．  　

５ ．  　

qQ
３ pe0 a

qQ
６ pe0 a

５   qQ
９ pe0 a2

５  qQ
１２ pe0 a2

５  qQ
１８ pe0 a2

0 a x
2a－2a

〔 №　１１〕 　 真空中において， 図のよ う に， x 軸          －q                                   ＋Q       ＋q
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                     　 一次巻線， 二次巻線の巻数がそれ

ぞれ N1 ， N2 の理想変圧器を 用いた図Ⅰの回

路では， 電圧   ，   ， 電流   ，   と 巻線

の巻数と の間に次の関係が成立する 。

N1 ＝ ２００ ， N2 ＝ １００ の 理想変圧器を 用い

た図Ⅱの回路において， 電圧   ，   の大き

さ はそれぞれいく ら か。

　 　   の大き さ 　 　   の大き さ

１ ． 　 　２０ V　 　 　 　 　８０ V

２ ． 　 　３０ V　 　 　 　 　７０ V

３ ． 　 　４０ V　 　 　 　 　６０ V

４ ． 　 　５０ V　 　 　 　 　５０ V

５ ． 　 　６０ V　 　 　 　 　４０ V
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